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１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　茨　　城　　大　　学

（２） 大　学　名

　　　　茨　　城　　大　　学　　大学院理工学研究科博士前期課程　理学専攻

（注）　『(３)　大学の位置』は，対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記

　　　入してください。

（３） 大学の位置

　　　〒３１０－８５１２
　　　　茨城県水戸市文京二丁目１番１号

1



修業年限 入学定員 収容定員

年 人 人

2 90 180

報告年度

区　分

人 人 倍
(　－　) (　 　)

90
(　 2 　) (　 　)

84

( 2 ) ( )

平均入学定員
超 過 率

備　　　　　考

（注）　「備考」欄に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　（４）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平成２１年度 平成２２年度

Ａ　 入学定員

志願者数

調査対象研究科等
の名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

　理工学研究科 基礎となる学部名等

　　　理学専攻

理学部
理学科

　

　　修士（理学）　

（４）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１９年度開設の博士後期課程の場合（平成２１年度までの３年間）ですが，開設年度
　　　　に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合には，

　

　　　　欄を設けてください。）
　　　３　定員を変更した場合は，備考欄に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　　さい。

　（４）－①　調査対象研究科等の名称，定員

(　 2 　) (　 　)

83

(　 2 　) (　 　)

78

(　 2 　) (　 　)

70

入学定員超過率 (　100　) (　 　)

Ｂ／Ａ 0.77 0.77

報告年度

学　年

[　1 ] [　　 ]

70

[　0 ] [　　 ]

0

[　1 ] [　　 ]

70

（注）１　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入し
　　　　てください。

平成２２年度 備　　　　　考

　

　　　　し，平均入学定員超過率も同様の方法としてください。

計

Ｂ　 入学者数

（注）１　（　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入し
　　　　てください。
　　　　
　　　２　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ

　（４）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

平成２１年度

１年次

２年次

　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入

受験者数

合格者数
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[　０]
０

[　　１]
７０

うち平成２１年度入学者 ０人 うち平成２１年度 ７０人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

　（４）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

　　　２　「入学者数に対する退学者数等の割合」欄は，各対象年度における退学者等の数を開設年度から当該年度

（主な退学理由）

（注）１　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　　までの入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点

平成２２年度

計 計

[　　　％]
　　　 ％

平成２１年度

計 計 [　　０％]
　０％

（主な退学理由）

　　　　以下第１位までを記入してください。

　　　３　「主な理由」欄は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

就学意欲の低下 学力不足 他の教育機関への入学 転学 海外留学　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

3



地球環境システム論Ⅰ 1・2 1
持続社会システム論Ⅰ 1・2 1
科学と倫理 1・2 2
学術情報リテラシー 1・2 1

現代科学における倫理 1・2 1
組織運営とリーダーシップ 1・2 1
社会における科学技術 1・2 1
科学史 1・2 1

【数学・情報数理系】
整数論特講Ⅰ 1・2 2 1
整数論特講Ⅱ 1・2 2 1
代数学特講Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

代数学特講Ⅱ 1・2 2 1 隔年開講

代数学特講Ⅲ 1・2 2 1
幾何の基礎特講 1・2 2 1
幾何学特講Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

幾何学特講Ⅱ 1・2 2 1 隔年開講

幾何学特講Ⅲ 1・2 2 1 隔年開講

多様体特講 1・2 2 1
微分方程式特講Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

微分方程式特講Ⅱ 1・2 2 1
関数解析特講Ⅰ 1・2 2 1
関数解析特講Ⅱ 1・2 2 1 隔年開講

応用数学特講Ⅰ 1・2 2 1
応用数学特講Ⅱ 1・2 2 1
応用数学特講Ⅲ 1・2 2 1 1
応用数学特講Ⅳ 1・2 2 1 1 隔年開講

関数論特講Ⅰ 1・2 2 1
関数論特講Ⅱ 1・2 2 1 隔年開講

数値解析特講 1・2 2 1 隔年開講

基礎数理演習Ⅰ 2 2 6 5 1
基礎数理演習Ⅱ 2 2 6 5 1
数学特講Ⅰ 1・2 1
数学特講Ⅱ 1・2 1
数学特講Ⅲ 1・2 1
数学特講Ⅳ 1・2 1
数学特講Ⅴ 1・2 1
数学特講Ⅵ 1・2 1
数学特講Ⅶ 1・2 1
数学特講Ⅷ 1・2 1
＊応用数理特講Ⅰ 1 2 1
＊応用数理特講Ⅱ 1 2 1
情報解析特講Ⅰ 1・2 2 1
情報解析特講Ⅱ 1・2 2 1
人工知能特講 1・2 2 1 隔年開講

計算数理特講 1・2 2 1 隔年開講

情報基礎特講 1・2 2 1 隔年開講

数理解析特講 1・2 2 1
情報数理演習Ⅰ 2 2 1 4
情報数理演習Ⅱ 2 2 1 4
情報数理特講Ⅰ 1・2 1
情報数理特講Ⅱ 1・2 1
情報数理特講Ⅲ 1・2 1
情報数理特講Ⅳ 1・2 1
情報数理特講Ⅴ 1・2 1

授業科目の名称

配
当
年
次

（１） 授業科目表

２　授業科目の概要

＜理工学研究科　理学専攻＞

備　　考
必
　
修

助
　
手

専任教員等の配置

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

単 位 数

講
　
師

助
　
教

 
　
専
　
攻
　
科
　
目

専
攻
共
通
科
目

科 目
区 分

共
　
通
　
科
　
目

全
学
共
通
科
目

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし
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情報数理特講Ⅵ 1・2 1
数学特別演習Ⅰ 1 2 5 5 1
数学特別演習Ⅱ 1 2 5 5 1
数学特別演習Ⅲ 2 2 5 5 1
数学特別演習Ⅳ 2 2 5 5 1
情報数理特別演習Ⅰ 1 2 1 4
情報数理特別演習Ⅱ 1 2 1 4
情報数理特別演習Ⅲ 2 2 1 4
情報数理特別演習Ⅳ 2 2 1 4
数理科学特別研究 2 4 6 8 1
【物理系】
素粒子物理学特講 1 2 1
量子科学特講 1 2 1
物質科学特講 1 2 1
物性基礎論特講 1 2 1
数理物性学特講 1 2 1
物理学特講Ⅰ 1 1
物理学特講Ⅱ 1 1
物理学特講Ⅲ 1 1
物理学特講Ⅳ 1 1
物理学特講Ⅴ 1 1
量子場特講 1 2 1
宇宙物理学特講Ⅰ 1 2 1
宇宙物理学特講Ⅱ 1 2 1
理論天文学特講Ⅰ 1 1 1
理論天文学特講Ⅱ 1 1 1
宇宙物理学基礎論 1 2 2 1
観測天文学特講Ⅰ 1 1 1 2
観測天文学特講Ⅱ 1 1 1
磁性体物理学 1 2 1 H21休講　H22開講

粒子線科学特論 1 2
Ｘ線・中性子分光特論 1 2
基礎電子物性 1 2 1
電子物性特講 1 2
ナノ科学特講 1 2
素粒子物理学特別演習Ⅰ 1 2 2
素粒子物理学特別演習Ⅱ 1 2 2
素粒子物理学特別演習Ⅲ 2 2 2
素粒子物理学特別演習Ⅳ 2 2 2
物性物理学特別演習Ⅰ 1 2 3 2
物性物理学特別演習Ⅱ 1 2 3 2
物性物理学特別演習Ⅲ 2 2 3 2
物性物理学特別演習Ⅳ 2 2 3 2
宇宙物理学特別演習Ⅰ 1 2 3
宇宙物理学特別演習Ⅱ 1 2 3
宇宙物理学特別演習Ⅲ 2 2 3
宇宙物理学特別演習Ⅳ 2 2 3
観測天文学特別演習Ⅰ 1 2 2
観測天文学特別演習Ⅱ 1 2 2
観測天文学特別演習Ⅲ 2 2 2
観測天文学特別演習Ⅳ 2 2 2
物理学特別研究 2 8 8 4
▲放射線学特論 1・2 2
▲放射線科学特論演習Ⅰ 1・2 2
▲放射線科学特論演習Ⅱ 1・2 1
▲放射線科学特論演習Ⅲ 1・2 1
△物理系連携科目特講Ⅰ 1・2 1
△物理系連携科目演習Ⅰ 1・2 1
△物理系連携科目特講Ⅱ 1・2 1
△物理系連携科目演習Ⅱ 1・2 1
【化学系】

1 1 5 4
2 1 5 4
1 1 5 4
2 1 5 4

有機反応機構Ⅰ 1・2 1 1

科 目
区 分

授業科目の名称

配
当
年
次

 
　
専
　
攻
　
科
　
目

備　　考
必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

助
　
手

専任教員等の配置単 位 数

准
教
授

講
　
師

助
　
教

化学ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅱ(日本語)
化学ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅲ(英語)
化学ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅳ(英語)

化学ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅰ(日本語)

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし
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有機反応機構Ⅱ 1・2 1 1
有機分子システムⅠ 1・2 1 1
有機分子システムⅡ 1・2 1 1
界面化学 1・2 1 1 隔年開講

分子モデリング演習 1 1 1
分子設計Ⅰ 1・2 1 1
分子設計Ⅱ 1・2 1 1
分子軌道法 1・2 1 1 隔年開講

Ｘ線結晶構造解析 1・2 1 1
生物無機化学 1 1 1
生体エネルギー変換 1・2 1 1
医薬品化学演習 1・2 1
錯体機能化学 1・2 1 1
錯体反応論 1・2 1 1 隔年開講

錯体構造化学 1・2 1 1 隔年開講

錯体合成論 1・2 1 1
酵素反応機構 1・2 1
光合成反応機構 1・2 1 1
タンパク質の溶液構造 1・2 1 1
膜タンパク質の化学 1・2 1 1
顕微分光分析 1・2 1 1
レーザー分光分析 1 1 1
抽出分離化学 1・2 1 1
超臨界流体化学 1・2 1 1 隔年開講

環境分析化学 1・2 1 1
マイクロ化学 1・2 1 1 隔年開講

高度分子変換反応 1・2 1 1
不斉合成反応 1・2 1 1 隔年開講

　 計算化学 1・2 1 1
計算化学演習 1・2 1 1
クロスカップリング反応 1・2 1 1 隔年開講

触媒プロセス化学 1・2 1 1 隔年開講

大学院基礎有機化学 1・2 1 1
有機化合物の酸化・還元反応 1・2 1 1
化学ディベート演習Ⅰ 1 1 5 4
化学ディベート演習Ⅱ 1 1 5 4
放射線取り扱い 1 1 5 4

1 2 5 4
1 2 5 4
2 2 5 4
2 2 5 4
1 2 5 4
1 2 5 4
2 2 5 4
2 2 5 4

△固体触媒化学特講 1・2 1
△分子触媒化学特講 1・2 1
△固体触媒化学演習Ⅰ 1・2 1
△固体触媒化学演習Ⅱ 1・2 1
△分子触媒化学演習Ⅰ 1・2 1
△分子触媒化学演習Ⅱ 1・2 1
△触媒化学特別実験Ⅰ 1・2 2
△触媒化学特別実験Ⅱ 1・2 2
△感光性機能材料特論 1・2 1
△感光性機能材料演習Ⅰ 1・2 1
△感光性機能材料演習Ⅱ 1・2 1
△感光性機能材料特別実験Ⅰ 1・2 1
△感光性機能材料特別実験Ⅱ 1・2 1
▲放射線学特論 1・2 2
▲放射線科学特論演習Ⅰ 1・2 2
▲放射線科学特論演習Ⅱ 1・2 1
▲放射線科学特論演習Ⅲ 1・2 1
△アクチノイド化学特論Ⅰ 1・2 2
△アクチノイド化学特論Ⅱ 1・2 1
△アクチノイド化学演習Ⅰ 1・2 2
△アクチノイド化学演習Ⅱ 1・2 2

配
当
年
次

単 位 数

助
　
教

専任教員等の配置

科 目
区 分

准
教
授

講
　
師

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

化学系課題特別研究Ⅰ(PMプログラム）

授業科目の名称

 
　
専
　
攻
　
科
　
目

化学系課題特別研究Ⅳ(PMプログラム）
化学系特別研究Ⅰ(AMプログラム）

化学系課題特別研究Ⅱ(PMプログラム）
化学系課題特別研究Ⅲ(PMプログラム）

化学系特別研究Ⅱ(AMプログラム）
化学系特別研究Ⅲ(AMプログラム）
化学系特別研究Ⅳ(AMプログラム）

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

備　　考

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし
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△重元素化学特論 1・2 1
△重元素化学演習 1・2 1
△化学系連携科目特講Ⅰ 1・2 1
△化学系連携科目特講Ⅱ 1・2 1
【生物系】
細胞生物学特講 1・2 1 1
分子生物学特講 1 1 1
分子生物学特別演習 1 1 1
時間生物学特講 1 1 1
時間生物学特別演習 1 1 1
原生生物学特講 1・2 1 1 隔年開講

細胞遺伝学特講 1 1 1
遺伝学特講 1 1 1
遺伝学特別演習 1 1 1
生殖生物学特講 1・2 1 1
発生生物学特講 1 1 1
発生生物学特別演習 1 1 1
放射線生物学特講 1 1 1
放射線生物学特別演習 1 1 1
生体環境学特講 1 1 1
基礎生命科学特講 1 1 1
基礎生命科学特別演習 1 1 1
生物情報科学特講 1 1 1
生態系生態学特講 1・2 1 2 隔年開講

生態系生態学特別演習 1・2 1 2 隔年開講

＊環境植物学特講 1 1 1
＊環境植物学特別演習 1 1 1
＊森林植物生態学特講 1 1 1
＊森林植物生態学特別演習 1 1 1
節足動物分類学特講 1 1 1
進化生態学特講 1 1 1
進化生態学特別演習 1 1 1
動物生態学特講 1・2 1 1
多様性生物学特講 1 1 1
多様性生物学特別演習 1 1 1
系統分類学特講 1 1 1
系統分類学特別演習 1 1 1
昆虫社会進化学 1 1 1
植物分類学特講 1 1 1
植物分類学特別演習 1 1 1
植物形態学特講 1・2 1 1
陸水生物学特講 1 1 1
陸水生物学特別演習 1 1 1

1 1 8 5
1 1 8 5
2 1 8 5
2 1 8 5
1 1 8 5
1 1 8 5
2 1 8 5
2 1 8 5

生物系特別講義Ⅰ 1・2 1
生物系特別講義Ⅱ 1・2 1
生物系特別講義Ⅲ 1・2 1
生物系特別講義Ⅳ 1・2 1

1 3 8 5
2 2 8 5
2 2 8 5
1 4 8 5
2 2 8 5
2 2 8 5

△シグナル細胞学特講Ⅰ 1・2 1
△シグナル細胞学演習Ⅰ 1・2 1
△シグナル細胞学特講Ⅱ 1・2 1
△シグナル細胞学演習Ⅱ 1・2 1
△生物系連携科目特講Ⅰ 1・2 1

教
　
授

准
教
授

自
　
由

報告書・論文作成法演習Ⅳ(英語)
報告書・論文作成法演習Ⅲ(日本語）

助
　
教

必
　
修

生物系特別研究Ⅰ(AMプログラム)

 
　
専
　
攻
　
科
　
目

生物系特別研究Ⅲ(AMプログラム)

単 位 数 専任教員等の配置

講
　
師

配
当
年
次

備　　考
選
　
択

プレゼンテーション演習Ⅱ(英語)
プレゼンテーション演習Ⅰ(日本語)

報告書・論文作成法演習Ⅰ(日本語)

助
　
手

科 目
区 分

授業科目の名称

生物系課題特別研究Ⅲ(PMプログラム)

プレゼンテーション演習Ⅲ(日本語)

報告書・論文作成法演習Ⅱ(英語)

プレゼンテーション演習Ⅳ(英語)

生物系課題特別研究Ⅰ(PMプログラム）
生物系課題特別研究Ⅱ(PMプログラム)

生物系特別研究Ⅱ(AMプログラム)

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし
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△生物系連携科目演習Ⅰ 1・2 1
△生物系連携科目特講Ⅱ 1・2 1
△生物系連携科目演習Ⅱ 1・2 1
【地球環境系】
惑星物質学Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

惑星物質学Ⅱ 1・2 2 1 1 隔年開講

隕石学 1・2 2 1
鉱物物性学特講 1・2 2 1 1
太陽地球系科学特講Ⅰ 1・2 2 1
太陽地球系科学特講Ⅱ 1・2 2 1 隔年開講

＊地球大気圏科学特講Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

＊地球大気圏科学特講Ⅱ 1・2 2 1
サイスモテクトニクス特講Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

サイスモテクトニクス特講Ⅱ 1・2 2 1
地震学特講Ⅰ 1・2 2 1 隔年開講

地震学特講Ⅱ 1・2 2 1
地球生命史特講 1・2 2 1
堆積地質学特講 1・2 2 1 隔年開講

＊グローバルテクトニクス特講 1・2 2 1
地球環境史特講 1・2 2 1 隔年開講

火山学特講 1・2 1 1
火山学演習 1・2 1 1
固体地球化学特講 1・2 2 1 隔年開講

山地保全学特講 1・2 2 1 隔年開講

水害防除特講 1・2 2 1
マントル学特講 1・2 2
地球内部物質科学特講 1・2 2 隔年開講

古地磁気学特講 1・2 2 1 隔年開講

＊古海洋学特講 1・2 2 1
環境地質学特講 1・2 2 1
地質汚染理学診断特講 1・2 2 1 隔年開講

地球環境系特別講義Ⅰ 1・2 1
地球環境系特別講義Ⅱ 1・2 1
地球環境系特別講義Ⅲ 1・2 1
地球環境系特別講義Ⅳ 1・2 1
地球環境特別巡検Ⅰ 1 1 4 2
地球環境特別巡検Ⅱ 1 1 4 2
地球環境特別巡検Ⅲ 2 1 4 2
地球環境特別巡検Ⅳ 2 1 4 2
地球環境科学特別演習Ⅰ 1 2 6 6
地球環境科学特別演習Ⅱ 1 2 6 6
地球環境科学特別演習Ⅲ 2 2 6 6
地球環境科学特別演習Ⅳ 2 2 6 6
地球環境科学特別研究Ⅰ 1・2 4 6 6
地球環境科学特別研究Ⅱ 1・2 4 6 6
【全系共通】
インターンシップ特別実習 1 2
インターナショナルサイエンス実習 1・2 2
先端科学トピックスⅠ 1 2
先端科学トピックスⅡ 2 2
理工融合科目 1・2 2

1・2 2
1・2 2

75

選　択 自　由 計 必　修

科目 科目 科目 科目

281 0 300 19

[　0　]

備　　考
必
　
修

変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

選　択 自　由 計

設　置　時　の　計　画

専任教員等の配置

助
　
手

配
当
年
次

単 位 数

281

（２） 授業科目数

 
　
専
　
攻
　
科
　
目

必　修

科 目
区 分

助
　
教

授業科目の名称

科目

300

講
　
師

自
　
由

教
　
授

准
教
授

連携ネット共通講座Ⅰ（放射線）

科目

0

[　0　] [　0　]

科目

連携ネット共通講座Ⅱ（地層処分）

19

科目

[　0　]

選
　
択

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし
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番号 科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 代数学特講Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

２ 代数学特講Ⅱ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

３ 幾何学特講Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

４ 幾何学特講Ⅱ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

５ 幾何学特講Ⅲ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６ 微分方程式特講Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

７ 関数解析特講Ⅱ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

８ 応用数学特講Ⅳ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

９ 関数論特講Ⅱ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

１０ 数値解析特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

１１ 基礎数理演習Ⅰ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

１２ 基礎数理演習Ⅱ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

１３ 人工知能特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

１４ 計算数理特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

１５ 情報基礎特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

１６ 情報数理演習Ⅰ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

１７ 情報数理演習Ⅱ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

１８ 数学特別演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

１９ 数学特別演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２０ 情報数理特別演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２１ 情報数理特別演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２２ 数理科学特別研究 4 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２３ 磁性体物理学 2 1 専門 選択 本年休講

２４ 素粒子物理学特別演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２５ 素粒子物理学特別演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２６ 物性物理学演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２７ 物性物理学演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２８ 宇宙物理学特別演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

２９ 宇宙物理学特別演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

３０ 観測天文学特別演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

３１ 観測天文学特別演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

３２ 物理学特別研究 8 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

３３ 化学ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅱ(日本語) 1 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

３４ 化学ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅳ(英語) 1 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

３５ 界面化学 1 1･2 専門 選択 隔年開講

３６ 分子軌道法 1 1･2 専門 選択 隔年開講

３７ 錯体反応論 1 1･2 専門 選択 隔年開講

３８ 錯体構造化学 1 1･2 専門 選択 隔年開講

３９ 超臨界流体化学 1 1･2 専門 選択 隔年開講

４０ マイクロ化学 1 1･2 専門 選択 隔年開講

４１ 不斉合成反応 1 1･2 専門 選択 隔年開講

４２ ｸﾛｽｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ反応 1 1･2 専門 選択 隔年開講

４３ 触媒プロセス化学 1 1･2 専門 選択 隔年開講

４４ 化学系課題特別研究Ⅲ(PSMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

４５ 化学系課題特別研究Ⅳ(PSMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

４６ 化学系特別研究Ⅲ(ASMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

４７ 化学系特別研究Ⅳ(ASMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

（３） 未開講科目

9



４８ 原生生物学特講 1 1･2 専門 選択 隔年開講

４９ 生態系生態学特講 1 1･2 専門 選択 隔年開講

５０ 生態系生態学特別演習 1 1･2 専門 選択 隔年開講

５１ ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅲ(日本語) 1 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５２ ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習Ⅳ(英語) 1 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５３ 報告書･論文作成法演習Ⅲ(日本語) 1 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５４ 報告書･論文作成法演習Ⅳ(英語) 1 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５５ 生物系課題特別研究Ⅱ(PSMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５６ 生物系課題特別研究Ⅱ(PSMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５７ 生物系特別研究Ⅱ(ASMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５８ 生物系特別研究Ⅱ(ASMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

５９ 惑星物質学Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６０ 惑星物質学Ⅱ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６１ 太陽地球系科学特講Ⅱ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６２ 地球大気圏科学特講Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６３ ｻｲｽﾓﾃｸﾄﾆｸｽ特講Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６４ 地震学特講Ⅰ 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６５ 堆積地質学特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６６ 地球環境史特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６７ 固体地球化学特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６８ 山地保全学特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

６９ 地球内部物質科学特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

７０ 古地磁気学特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

７１ 地質汚染理学診断特講 2 1･2 専門 選択 隔年開講

７２ 地球環境特別巡検Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

７３ 地球環境特別巡検Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

７４ 地球環境科学特別演習Ⅲ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

７５ 地球環境科学特別演習Ⅳ 2 2 専門 選択 新ｶﾘｷｭﾗﾑ施行初年度のため履修対象者なし

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

75

300

（４） 廃止科目

　　該当なし

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

隔年開講及び設置初年度であることから履修対象者がいない科目が未開講となっている。次年度開講の予定である。
また、学生への周知は、履修要項への記載、入学時のガイダンス及び掲示等により十分に周知されている。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計

設置時の計画の授業科目数の計
0.25
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　　　３　「(３)　未開講科目」は，配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業

　　　　科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）１　「(１)　授業科目表」は，事前伺い手続き書類の「教育課程等の概要」に準じて作成してください。

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

　　　　［　］内に設置時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　４　「(４)　廃止科目」は，設置時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　６　「(６)　「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　知方法」を記入してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

３　既設大学等の状況

　茨　城　大　学

年 人 年次 人 倍

人

人文学部 水戸市文京2-1-1

人文コミュニケーション学科 4 170 - 680 学士（人文科学） 109.11 平成18

社会科学科 4 225 - 900 学士（社会科学） 108.00 平成 4

教育学部 水戸市文京2-1-1

学校教育教員養成課程 4 215 - 860 学士（教育学） 110.46 平成11

養護教諭養成課程 4 35 - 140 学士（教育学） 105.71 平成11

情報文化課程 4 60 - 240 学士（教養） 107.08 平成11

人間環境教育課程 4 40 - 160 学士（教養） 104.37 平成11

理学部 3年次 水戸市文京2-1-1

理学科 4 205 10 840 学士（理学） 106.21 平成17学科 平成

工学部 日立市中成沢4-12-1

機械工学科 4 85 340 学士（工学） 114.41 平成17

生体分子機能工学科 4 60 240 学士（工学） 110.41 平成17

マテリアル工学科 4 35 140 学士（工学） 126.42 平成17

電気電子工学科 4 75 3年次 300 学士（工学） 110.00 平成17

メディア通信工学科 4 45 45 180 学士（工学） 126.11 平成17メディア通信工学科 4 45 45 180 学士（工学） 126.11 平成17

情報工学科 4 65 260 学士（工学） 108.07 平成17

都市システム工学科 4 50 200 学士（工学） 109.00 平成17

知能システム工学科 4 50 200 学士（工学） 107.50 平成17

　　〃　　（夜間主コ－ス） 4 40 160 学士（工学） 107.50 平成17

農学部 阿見町中央3-21-1

生物生産科学科 4 45 3年次 180 学士（農学） 111 11 平成12生物生産科学科 4 45 3年次 180 学士（農学） 111.11 平成12

資源生物科学科 4 35 20 140 学士（農学） 111.42 平成12

地域環境科学科 4 35 140 学士（農学） 108.57 平成12

（注）１　本調査の対象となっている大学等の設置者が，すでに設置している大学の学部，学部の学科について

　　　　状況を記入してください。

　　　　（大学院に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　２　事前伺い手続き書類の「設置計画の概要」に準じて作成してください。

　　　３　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科単位で記入してください。なお，学生募

　　　  集停止を行った学科の記載は不要です。

　　　４　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，備考欄に「平成○年

　　　　より学生募集停止」と記入してください。
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４　教員組織の状況

＜理工学研究科　理学専攻＞

計 助　手 研究指導教員 研究指導補助教員

専任教員数

57 2 59 0

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

研究指導教員 研究指導補助教員

　　　　を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）の状況

　　　　を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。

（　57　） （　 2　）

計 助　手

33 28 61 0

（　59　） （　 0　） [　24] ［　△26］

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

［△ 2］ ［　０］

　　　　　「教員数」の「設置時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況
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５　その他全般的事項

＜理工学研究科　理学専攻＞

情報提供に関する事項

①　設置計画書等

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２１年　７月１５日予定　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画書等」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

（h // ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　　　　　　　 ）

②　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２１年　７月１５日予定　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

d 上記で「承諾する」を選んだ場合 そのリンク先のアドレス　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　　　　　　　 ）

（注）「情報提供に関する事項」の「①」について，現在は未公表であり，今後公表を予定している場合，公表後

　　の取扱いについて記入してください。

　

　　　また，「①」又は「②」の「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を

　　掲載しますので，大学等のトップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　なお，「②」について，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局

　　大学設置室あてに，メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secci@mext.go.jp
　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。
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[平成２１年度設置］

　　　計画の区分：研究科の専攻設置

事前伺い

茨城大学大学院　理工学研究科　知能システム工学専攻

事前伺い

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

事前伺い

国立大学法人　茨城大学　
平成２１年５月１日現在　　

作成担当者

事前伺い

作成担当者

　　担当部局（課）名　総務部総務課

　　　職名・氏名　専門員
センモンイン

・　宇野
ウ ノ

　照雄
テ ル オ

　　　電話番号　　０２９－２２８－８００９

　　　（夜間）　　０２９－２２８－８００９

事前伺い

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０２９－２２８－８０１９

　　　ｅ－mail　　uno＠mx.ibaraki.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は事前伺い手続き時の設置計画の概要の「計画の区分」と同様に記載してください。

事前伺い

（注）１　 計画の区分」は事前伺い手続き時の設置計画の概要の 計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　○○学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　○○学部　○○学科」

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学 ○○学科」

事前伺い

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　○○学部　○○学科（通信教育課程）」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学 ○○学科」

事前伺い
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１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　茨　　城　　大　　学

　　　（〒３１０－８５１２）

（２） 大　学　名

　　　　茨　　城　　大　　学　　大学院理工学研究科　知能システム工学専攻

　　　　（茨城県水戸市文京二丁目１番１号）

（注）　『(３)　大学の位置』は，対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記

　　　入してください。

（３） 大学の位置

　　　〒３１６－８５１１
　　　　茨城県日立市中成沢町四丁目１２番１号
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修業年限 入学定員 収容定員

年 人 人

2 30 60

報告年度

区　分

人 人 倍
(　－　) (　 　)

30
(  0  ) (　 　)

55

( 0 ) ( )

平成２２年度

Ａ　 入学定員

志願者数

（注）　「備考」欄に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　（４）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平成２１年度
平均入学定員

超 過 率
備　　　　　考

　理工学研究科 基礎となる学部名等

　　　知能システム工学専攻

工学部
知能システム工学科

　

　　修士（工学）　

　

　　　　欄を設けてください。）
　　　３　定員を変更した場合は，備考欄に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　　さい。

　（４）－①　調査対象研究科等の名称，定員

（４）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１９年度開設の博士後期課程の場合（平成２１年度までの３年間）ですが，開設年度
　　　　に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合には，

調査対象研究科等
の名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

(　0　) (　 　)

55

(　0　) (　 　)

52

(　0　) (　 　)

51

入学定員超過率 (　0　) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.70 1.70

報告年度

学　年

[　1 ] [　　 ]

51

[　0 ] [　　 ]

0

[　1 ] [　　 ]

51

（注）１　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入し
　　　　てください。

平成２２年度

　　　　し，平均入学定員超過率も同様の方法としてください。

　（４）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

平成２１年度 備　　　　　考

１年次

　２年次

計

Ｂ　 入学者数

（注）１　（　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入し
　　　　てください。
　　　　
　　　２　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入

受験者数

合格者数
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[　　０]
０

[　　１]
５１

うち平成２１年度入学者 ０人 うち平成２１年度 ５１人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

計 [　　０％]
　　０ ％

（主な退学理由）

（注）１　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

計 計

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

　　　２　「入学者数に対する退学者数等の割合」欄は，各対象年度における退学者等の数を開設年度から当該年度

　　　　までの入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点

　（４）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

平成２１年度

計

平成２２年度

　　　　以下第１位までを記入してください。

　　　３　「主な理由」欄は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

就学意欲の低下 学力不足 他の教育機関への入学 転学 海外留学　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他
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地球環境システム論Ⅰ
１前
 1・2

1

持続社会システム論Ⅰ
１後
 1・2

1

人間システム基礎論Ⅰ
１後
 1・2

1

実践学術英語 １前 2

 学術英会話  1・2 2

国際コミュニケーション特論
１前
 1・2

2

科学と倫理 １前 2

海外とのものづくりアライアンス特論
１前
 1・2

2

実学的産業特論
１後
 1・2

2

バイオインフォマティクス 1・2 2

産業創生方法論
１後
 1・2

2

知的所有権特論
１後
 1・2

1

学術情報リテラシー
１前
 1・2

1

原子科学と倫理 １後 2

固体物理学特論Ⅰ １後 2 開講学期を指定

粒子線結晶解析学特論 １後 2

 固体物理学特論Ⅱ 1 2 科目の改廃により科目削除

シナジェティックス特論 １前 2 開講学期を指定

物理シミュレーション特論 １前 2

 シナジェティックス演習 1 2 科目の改廃により科目削除

膜科学特論 1前 2 開講学期を指定

応用数学特論Ⅰ 1後 2 開講学期を指定

応用数学特論Ⅱ 2前 2 開講学期を指定

数理工学特論 1 2

感性数理工学特論 1後 2

 人間感性数理工学特論 1 2 科目の改廃により科目削除

科学技術日本語特論
1・2
後

2 開講学期を指定

工学特論 1・2 1
若手エンジニアによるものづくり実践特論 1・2 2
先端科学トピックス 1・2 2
原子力基礎特論 １前 2 共通科目新設により科目追加

原子力エネルギー工学特論 １前 2 共通科目新設により科目追加

放射線科学特論 １前 2 共通科目新設により科目追加

メカトロニクス特論Ⅰ 1前 2 1 開講学期を指定

メカトロニクス特論Ⅱ 1後 2 1 開講学期を指定

システム制御特論Ⅰ 1前 2 1 開講学期を指定

システム制御特論Ⅱ 1後 2 1

ロボティクス特論Ⅰ 1前 2 1 開講学期を指定

ロボティクス特論Ⅱ 1後 2 1 開講学期を指定

センシング技術特論 1前 2 1 開講学期を指定

ｼﾅｼﾞｪﾃｨｯｸｽ演習の改廃により、科
目を追加

人間感性数理工学特論の改廃によ
り、科目を追加

全学共通科目の計画変更により科
目を追加

担当予定教員人事の延期により、
平成21年度休講

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

全学共通科目の計画変更により、
科目を追加。

固体物理学特論Ⅱの改廃により、
科目を追加

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

平成22年度から開講予定につき、
平成21年度は休講

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

全学共通科目の計画変更により削
除

配当年次を１年次のみに変更し、
開講学期を指定。

全学共通科目の計画変更により、
科目を追加。

２　授業科目の概要

＜理工学研究科　知能システム工学専攻＞

（１） 授業科目表
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教
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教
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助
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通
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機械システム設計特論Ⅰ 1後 2 1 開講学期を指定

機械システム設計特論Ⅱ 2後 2 1 開講学期を指定

材料応用学特論Ⅰ 1前 2 1

材料応用学特論Ⅱ 1後 2 1 開講学期を指定

生産加工技術特論Ⅰ 1前 2 1 開講学期を指定

生産加工技術特論Ⅱ 1前 2 1 開講学期を指定

機械製造技術特論 1前 2 1 開講学期を指定

計算科学特論Ⅰ 1後 2 1 開講学期を指定

計算科学特論Ⅱ 1後 2 1 開講学期を指定

数値計算法特論Ⅰ 1前 2 1 開講学期を指定

数値計算法特論Ⅱ 1前 2 1 開講学期を指定

知識情報処理特論Ⅰ 1前 2 1 開講学期を指定

知識情報処理特論Ⅱ 1後 2 1 開講学期を指定

知能システム工学特別演習Ⅰ 1前 2 8 6 4 開講学期を指定

知能システム工学特別演習Ⅱ 1後 2 8 6 4 開講学期を指定

知能システム工学特別研究Ⅰ 2前 2 8 6 4 開講学期を指定

知能システム工学特別研究Ⅱ 2後 2 8 6 4 開講学期を指定

（２） 授業科目数

選　択 自　由 計 必　修
科目 科目 科目 科目

44 0 48 4
[　 　]

担当予定教員人事の延期により、
平成21年度休講

知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
分
野
科
目

[　　5] [　 　] [　　5]
4 49 0 53

科目 科目 科目 科目

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ 2 １・２ 専門 選択 計画時から平成22年度開講予定のため

２ システム制御特論Ⅱ 2 １前 専門 選択

平成21年4月に担当を予定していた教員人事
が先送りされたことにより、平成21年度は休
講せざるを得なくなった。平成22年度には当
該教員を採用し、開講予定。

３ 材料応用学特論Ⅰ 2 １前 専門 選択

平成21年4月に担当を予定していた教員人事
が先送りされたことにより、平成21年度は休
講せざるを得なくなった。平成22年度には当
該教員を採用し、開講予定。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 学術英会話 2 １・２ 専門 選択
全学共通科目の計画変更により、実践学術英
語として開講

２ 固体物理学特論Ⅱ 2 1 専門 選択
研究科（工学系）共通科目の計画変更によ
り、粒子線結晶解析学特論として開講

３ ｼﾅｼﾞｪﾃｨｯｸｽ演習 2 1 専門 選択
研究科（工学系）共通科目の計画変更によ
り、物理ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ特論として開講

４ 人間感性数理工学特論 2 1 専門 選択
研究科（工学系）共通科目の計画変更によ
り、感性数理工学特論として開講

2

48

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　知方法」を記入してください。

設置計画提出時の共通科目は、本学において計画途中であったため、設置計画提出後の計画変更により科目追加及び科
目名を変更して開講することとなった科目があるが、単に未開講又は廃止とした科目は無く、学生の履修への影響は無
い。また、学生への周知は、履修要項への記載、入学時のガイダンス及び掲示等により十分に周知されている。
専攻科目（２科目）の休講については、当該科目担当教員を採用予定としていたが、大学の方針で人事が先送りされた
ため平成21年度はやむなく休講としたが、平成22年度には採用可能と思われ、このことにより今年度入学生の在学中に
教育を遂行できる見込みである。採用がさらに遅れる場合は、非常勤講師等の代替教員も考慮する。

　　　３　「(３)　未開講科目」は，配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業

　　　　科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

設置時の計画の授業科目数の計

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　４　「(４)　廃止科目」は，設置時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　［　］内に設置時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　６　「(６)　「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

（注）１　「(１)　授業科目表」は，事前伺い手続き書類の「教育課程等の概要」に準じて作成してください。

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.04
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

３　既設大学等の状況

　茨　城　大　学

年 人 年次 人 倍

人

人文学部 水戸市文京2-1-1

人文コミュニケーション学科 4 170 - 680 学士（人文科学） 109.11 平成18

社会科学科 4 225 - 900 学士（社会科学） 108.00 平成 4

教育学部 水戸市文京2-1-1

学校教育教員養成課程 4 215 - 860 学士（教育学） 110.46 平成11

養護教諭養成課程 4 35 - 140 学士（教育学） 105.71 平成11

情報文化課程 4 60 - 240 学士（教養） 107.08 平成11

人間環境教育課程 4 40 - 160 学士（教養） 104.37 平成11

理学部 4 3年次 水戸市文京2-1-1

理学科 4 205 10 840 学士（理学） 106.21 平成17学科 平成

工学部 日立市中成沢4-12-1

機械工学科 4 85 340 学士（工学） 114.41 平成17

生体分子機能工学科 4 60 240 学士（工学） 110.41 平成17

マテリアル工学科 4 35 140 学士（工学） 126.42 平成17

電気電子工学科 4 75 3年次 300 学士（工学） 110.00 平成17

メディア通信工学科 4 45 45 180 学士（工学） 126.11 平成17メディア通信工学科 4 45 45 180 学士（工学） 126.11 平成17

情報工学科 4 65 260 学士（工学） 108.07 平成17

都市システム工学科 4 50 200 学士（工学） 109.00 平成17

知能システム工学科 4 50 200 学士（工学） 107.50 平成17

　　〃　　（夜間主コ－ス） 4 40 160 学士（工学） 107.50 平成17

農学部 4 阿見町中央3-21-1

生物生産科学科 4 45 3年次 180 学士（農学） 111 11 平成12生物生産科学科 4 45 3年次 180 学士（農学） 111.11 平成12

資源生物科学科 4 35 20 140 学士（農学） 111.42 平成12

地域環境科学科 4 35 140 学士（農学） 108.57 平成12

（注）１　本調査の対象となっている大学等の設置者が，すでに設置している大学の学部，学部の学科について

　　　　状況を記入してください。

　　　　（大学院に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　２　事前伺い手続き書類の「設置計画の概要」に準じて作成してください。

　　　３　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科単位で記入してください。なお，学生募

　　　  集停止を行った学科の記載は不要です。

　　　４　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，備考欄に「平成○年

　　　　より学生募集停止」と記入してください。
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４　教員組織の状況

＜理工学研究科　知能システム工学専攻＞

計 助　手 研究指導教員 研究指導補助教員

専任教員数

12 6 18 0

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

研究指導教員 研究指導補助教員

　　　　を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）の状況

　　　　を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。

(  12  ) （　 6　）

計 助　手

12 6 18 0

（　18　） （　0　） ［　0　］ ［　0　］

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

［　0　］ ［　0　］

　　　　　「教員数」の「設置時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況
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５　その他全般的事項

＜理工学研究科　知能システム工学専攻＞

情報提供に関する事項

①　設置計画書等

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２１年　７月１５日予定　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画書等」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　　　　　　　 ）

②　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　d　上記で 承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２１年　７月１５日予定　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　ａ　ホ ムペ ジに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　 　　　無　　　）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　　　　　　　 ）

（注）「情報提供に関する事項」の「①」について，現在は未公表であり，今後公表を予定している場合，公表後

　　　また，「①」又は「②」の「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を

　　掲載しますので，大学等のトップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　なお，「②」について，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局

　　大学設置室あてに，メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secci@mext.go.jp
　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

（注） 情報提供 関する事項」 ①」 ，現在 未 表 あり，今後 表を予定 る場合， 表後

　　の取扱いについて記入してください。

　

　　　　　　　件名は 【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。
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